A Study on "Longmen zhi Tong" : What was the music part of Mei Cheng\u27s "Qi-fa" based on? by 上原  尉暢
「龍門の桐」 について : 枚乗 「七発」 音楽描写
部分が依拠したもの















































































































































































0                         0
夫根勅複章､天下之名木也｡生於深山之中､産於渓谷之傍､立則篤太山衆木之宗､
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岩而不開｡席者無舟孝之通､狭者無歩塘之操､商賢所不至､工匠所不窺､知者所



















































































































































































･･-･即魂曹以前亦音尚悲｡ 『韓非子』十過篇､ ｢吾平公日､ 『清商固最悲乎』｡師境目･
『不如清徴』｡又間､ 『音莫悲於清徴平』､日､ 『不如清角』｡｣ ･--然不知古人之意､
何以濁音悲如此｡蓋維聾本哀｡素女鼓五十弦宏､音過悲｡黄帝使破馬二十五弦｡
悲究非和平之音､其好尚普起於戦国時耳｡



















































































































































































































































































*20 『玄中記』 (魯迅『古小説鈎沈』輯本) ｢蓬莱之東､岱輿之山､上有扶桑之樹､樹高
寓丈､樹巌常有天鶏､鴬巣於上､毎夜至於子時､則天鶏鳴､而日中陽鳥応之,陽鳥鳴､
則天下之鶏皆鳴.｣)｡またこの点については小南一郎｢桃の伝説｣ (『東方学報･京都』
第七二冊､ (二〇〇〇年)も参照｡
*21注19所塙の大野論文､二二頁｡また琴材として桐木の宇宙樹的性格や､琴が世界
を共鳴させる働きを持つと認識されていたことに言及したものとして､塚本信也｢琴を
携えるもの-琴の文化的位相とその変遷-｣ (｢東北学院大学教養部論集』第一四六
号､二〇〇七年)がある｡
*22 『韓非子』のテキストは､王先憤撲『韓非子集解』 (中華書房､一九九八年｡)によ
る｡
21
･23より詳細な例については銭錘書『管錐篇』 (中華書局､一九七九年)第三冊､二六
全漢文巻四二(九四六～九五〇頁)に指摘がある｡
･24以上の検討は枚乗以前において､琴のイメージを呪術性と悲傷性の観点から押さえ
ようとしたものである｡古代中国における琴についてのより広範な文化史的な意味につ
いては注21所掲の塚本論文を参照されたい｡
*25注目参照｡
22
